
別紙様式１（ひな型）

（日本工業規格Ａ４）

特定金融会社等登録簿縦覧申請書

年 月 日

財務（支）局長 殿

縦覧の目的

登録番号 特定金融会社等の商号又は名称 貸出印 返却印

上記特定金融会社等登録簿を縦覧したいので申請します。

申請者氏名

住所

電話番号 （ ） －

職業 貸出 時 分

返却 時 分



別紙様式２（ひな型）

（日本工業規格Ａ４）

特 定 金 融 会 社 等 の 登 録 状 況 に 係 る 報 告

（ 年 月 日～ 年 月 日）

財務（支）局

前回報告時の 当期間中の異動状況 年３月（又は

９月）末現在の登

登録件数（Ａ） 新規登録件数（Ｂ） 登録廃止等件数（Ｃ） 録件数Ａ＋Ｂ－Ｃ

件 件 件 件



別紙様式３（ひな型）

（日本工業規格Ａ４）

貸付資金の受入れのための社債の発行等の実績報告書

（ 年 月 日 ～ 年 月 日）

年 月 日提出

登録番号 財務（支）局長 第 号

（郵便番号 ）

住所

電話番号（ ） －

商号又は名称

代表者の氏名 印

１．受入れの状況 （単位：億円）

受 入 額 当四半期 当四半期末 当四半

受入れの方法 計 現在の受入 期末発

月 月 月 額累計 行残高

社債による受入れ

ＣＰによる受入れ

規則第２条第１号

による受入れ

規則第２条第２号

イによる受入れ

規則第２条第２号

ロによる受入れ

合計



登録番号 財務（支）局長第 号

商号又は名称

２．受入れ等の実績表

� 社債 （単位：億円）

受入年月日 回 号 受入額 償還日 借換えの状況 当初発行年月日

� ＣＰ （単位：億円）

受入年月日 回 号 受入額 償還日 ロールオーバーの状況 当初発行年月日

� 規則第２条第１号による受入れ

（単位：億円）

受 入 年 月 日 受 入 額

� 規則第２条第２号イによる受入れ � 規則第２条第２号ロによる受入れ

（単位：億円） （単位：億円）

受 入 年 月 日 受 入 額 受 入 年 月 日 受 入 額



（記載上の注意）

１．本表は、受入れの方法別に作成するものとする。ただし、該当がない場合は省略し

て差し支えない。

２．記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して添付するこ

と。

３．社債の借換えのために発行する場合は、借換えの対象となった前回社債の回号及び

発行代り金を社債償還に充てた額について、「借換えの状況」欄に記載（例、発行代

り金１０億円を第１回発行社債の償還に充てた場合：第１回（１０億円））し、借換

えの対象となった前回社債の発行日を「当初発行日」欄に記載すること。記載が困難

な場合は、これに準じた記載であっても差し支えない（ただし、その内容を注記する

こと。）。

４．発行する社債が転換社債である場合は、その旨を注記すること。また、当該転換社

債が株式に転換された場合は、その状況を注記すること。

５．ＣＰのロールオーバーのために発行する場合も同様に、ロールオーバーの対象とな

った前回ＣＰの回号及び発行代り金をＣＰ償還に充てた額について、「ロールオーバ

ーの状況」欄に記載、ロールオーバーの対象となった前回ＣＰの発行日を「当初発行

日」欄に記載すること。記載が困難な場合は、これに準じた記載であっても差し支え

ない（ただし、その内容を注記すること。）。

６．社債の発行等による貸付資金の受入れをその他の資金の受入れとの区別が困難な場

合にあっては、社債の発行等による当該その他の資金の受入れを含んだ計数であって

も差し支えない（ただし、その旨注記すること。）。
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